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本件に係る照会先	 

山本卓	 理学研究科	 

	 	 	 	 	 	 	 	 ０８２－４２４－７４４６	 

○事業名	 

世界をリードする人工ヌクレアーゼ研究拠点の形成	 

－全ての生物に利用可能な遺伝子改変技術（ゲノム編集）の開発－	 

○事業概要	 

様々な生物の遺伝子改変を可能にする人工ヌクレアーゼを基軸に、日本独自の遺

伝子改変技術（ゲノム編集）を開発する。ゲノム編集技術に実績をもつ広島大学を

中心にコンソーシアムを形成し、この技術を利用した基礎研究および応用研究の拠

点を形成する。	 



資料２	 
	 

	 
○	 事業の目的，必要性・重要性，取組内容の概要，期待される効果	 

	 

【目的】	 

ゲノム編集研究に高い実績を有する広島大学が、新規の人工ヌクレアーゼ

を用いて基礎研究および応用研究に利用価値の高い独自のゲノム編集技術を

確立し、国内外の生命科学研究のレベルアップを図る。	 

	 

【必要性・重要性】	 

国外では予想以上の速さでゲノム編集技術の利用が広がってきている。し

かし、日本では基礎のみならず応用分野でも開発が遅れており、組織的な取

り組みが急務である。	 

	 

【取組内容の概要】	 

１)	 国産のゲノム編集技術の開発：広島大学が確立した人工ヌクレアーゼの

作製法をベースに高活性型の人工ヌクレアーゼを量産するシステムを開

発し、培養細胞と iPS 細胞における遺伝子改変技術を確立する。	 

２)	 ゲノム編集利用プラットフォームの確立：様々な生物および培養細胞で

の自在な遺伝子改変を可能にするゲノム編集プラットフォームを確立す

る。	 

３)	 生命科学分野での展開研究：ゲノム編集技術を広く生命科学研究で利用

するため、植物改良、疾患モデル作製、再生医学での応用へ直結させる

研究を展開する。	 

４)	 ゲノム編集の支援とデータ収集：ゲノム編集技術提供から得られるデー

タを収集・解析し、ゲノム編集の効率的な開発を進める。また日本のレ

ベルアップを図るため，公開講座や研究会を積極的に開催する。	 

５)	 ゲノム編集分野の人材育成：広島大学でのゲノム編集人材の育成および

国内研究者の技術指導を行う。	 

	 

【期待される効果】	 

ゲノム編集技術は、生命科学の基礎および応用研究の革新的技術となり、

ライフ・イノベーションの推進に大きく貢献すると考えられる。	 


